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特別支援学校で医療的ケアを担う看護師の職業的アイデンティティと 










の個性と学ぶ権利を保障]t生徒から働く活力を享受】 I保護者と生徒に寄り添い家族の成長を実感】、 [看護 
師がケアすることに教員が不慣れ】 【教員に譲莽することを心がけ】 【看護師としての視点を教員に伝達】 [教 
員の受け入れが整うことでスムーズに連携】 【生徒の力を発揮できるよう授業をサポートI 【生徒の安金を最優 











な葛藤を抱えているが、 [学校看護師としての普遍性】を見出していることが明らかとなった。 さらに、将来的 
な 【学校看護師の社会的地位の改善を希望I していた。
< 総括〉
学校看護師は、生徒とのかかわりの中で親近感を得ており、保護者と共に咸長を見守り、 「生徒の親のような存 
在でありたいJ と考えていた。また、学披では生徒と教員が主役であると意識しながらも、教員に流されないよ 
うに看護師としての視点を伝え連携していくことが重要である。 さらに、学校看護師の働く環境は整備されつつ 
あるが、待遇や社会的地位の改善の必要性が示唆された。
